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Q
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~
仕
立
認
さ
む
三
宅
門
戸
お
お
一
主
主
弘
久
K
2
門
誌
(
日
(
)
(
}
{
)
)
の
射
松
l
i
i

日
・
ぃ
ン
ぃ
町
ク
ソ
ン

(
出
。
一
}
め
コ
己

こ
っ
、
r
、

1
h
e
L
-

冷
戦
筏
の
院
際
社
八
~
主
と
の
よ
う
に
捉
え
、
人
道
的
介
入
山
平
前
住
与
す

五
十
辰L

リ
肖
己

一正

と
い
っ
た
問
題
ふ
と
の
」
ろ
に
宅
療
す
ム
ザ
か
が
、

川
明
在
の
削
除
政
治
部
了
!

の
長
一
一
字
以
一
U
A
回
世
の
ひ
と
つ
と
な
勺
に
い
る
U

U

パ
}
ト

E
H
-
ジ
ャ
ク
ノ

ン
は
こ
の
一
一
静
曜
に

y
f
、

↓f
c
r
E
門
戸

L
g
h
Z
ρ

い
つ
告
書
に
む
い

て
、
火
凶
ω
(
C
J

派
の
千
間
的
辺
産
L

ゲ
梓
承
〕
な
が
ら
、
」
ー
高
か
ら
体
系
的
な
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ロキ

分
析
を
試
み
て
い
る
本
稿
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
卜
ぷ
の
若
古
を
中
心
に
、

彼
の
学
問
的
業
績
と
思
組
を
概
観
、
検
芯
す
る

ロ
パ

1
ト
・

H
-
ン
ャ
ク
ソ
ン
は
カ
ナ
ダ
人
の
困
際
政
治
学
者
で
あ

f写

る
。
彼
は
い
チ
士
号
・
修
1
り
を
と
も
に
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ

y
シ
ュ
・
コ

口
ン
ピ
ア
人
学
で
取
得
〕
、

p
h

D
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
才
ル
ニ
ア

一
九
七

O
年
に
ブ
リ
テ
ィ
ソ

一
つ
つ
一
十
ま
で
存
任
し
た
後
、

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
取
得
し
て
い
る
。

ン
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
赴
任
し
、

ボ
ス
ト
ン
ト
人
学
に
移
り
、
現

ιも
そ
こ
で
刊
際
関
係
論
の
教
授
と
し
て
研

九
ん
を
続
け
て
い
る
。
専
門
は
特
に
第
一
世
界
(
と
り
わ
け
ア
フ
リ
カ
)
の

同
際
関
係
論
と
、
国
際
社
会
の
倫
理
規
範
の
研
究
で
あ
る
。

彼
は
、
脱
植
民
地
化
し
た
第
一
今
世
界
(
特
に
ア
フ
リ
カ
)
を
分
析
し
た

さ
-
2
2
h芯
E
H
W
N
h
Gミ
E
九
三
三
戸
~
主
目
白
民
主
哨
明
白
Q
W
N
弘
之
て
叫
づ
止
な
丸

三
ミ
ミ
2
3
3
C
}

で
跨
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
著
作
で

彼
は
、
様
々
な
凶
際
法
や
歴
史
の
考
察
に
基
つ
い
て
、
第
一
川
界
を
取
り

巻
く
国
際
社
会
の
倫
埋
規
範
と
、
そ
の
ジ
レ
ン
マ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

そ
の
ジ
レ
ン
マ
と
は
以
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

む
ロ
Q
2
M
E
~
2

ま
ず
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
独

υ一
同
が
生
ま
れ
た
一

九
ハ
ロ
年
以
前
、
困
際
社
会
は
山
守
的
に
同
家
運
記
で
き
た
困
家
に
の
み

土
砕
を
付
与
し
て
き
た
。
こ
の
土
佐
を
「
自
ら
が
自
己
の
ギ
人
で
あ
る
」

と
い
う
立
味
で
、
「
積
祢
的
に
」
権
」
(
七
日
E
2
2
4
2
2
ぬ
戸
時
三
と
ジ
ヤ
ク

ソ
ン
は
呼
ぶ
し
か
し
、
九
六

0
年
代
に
入
っ
て
、
同
際
社
会
は
民
放

自
決
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
か
つ
て
の
植
民
地
が
独
i

止
し
て
国
家
に
な
る

に
つ
れ
、
そ
の
困
家
話
常
の
内
実
を
問
わ
ず
に
ー
+
権
と
い
う
非
介
入
の
特

権
を
H
J
え
て
い
っ
た
。
こ
の
主
権
を
「
干
渉
か
ら
の
い
由
一
と
い
、
つ
意
味

で
、
一
消
械
的
主
権
」
(
ロ
完
E
2
2
Z
E
n
H
H
Z
)
と
ジ
ャ
ク
ノ
ン
は
呼
ぶ
)

そ
の
結
果
、
第
一
刊
界
の
山
町
に
凶
家
運
山
一
常
の
お
ぼ
つ
か
な
い
国
々
が
出
現

し
て
き
て
し
ま
う
。
こ
う
い
っ
た
国
家
を
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
「
準
国
家
」

(
ρ
E
E
己
R
E
)
と
名
付
け
た
f

こ
の
準
凶
家
で
は
、
人
権
侵
舎
が
し

ば
し
ば
起
き
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
困
家
が
消
極
的
王
権
を
盾
に
し
て
い

る
た
め
に
、
国
際
社
会
は
正
統
的
に
そ
、
」
に
介
入
し
て
人
格
侵
害
を
件
止
、

改
再
さ
せ
る
こ
と
が
出
米
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
c

し
か
し
な
が
り
同
時

に
、
消
極
的
半
権
に
恭
ワ
い
て
不
干
必
を
ギ
張
す
る
第
三
世
界
の
困
々
が
、

阿
茶
運
営
が
阿
雑
で
あ
る
こ
と
を
辺
市
川
に
(
つ
ま
り
、
積
極
的
キ
権
の
欠

如
を
埋
由
に
)
援
助
を
叫
点
し
て
く
る
、
と
い
う
人
川
妙
な
状
況
が
立
ち
現

れ
た
の
で
あ
っ
た
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ン
ャ
ク
ノ
ン
が
案
出
し
た
、
こ
の
準
国
家
(
z
d
p
E
己
主
々
と
と
い
う

分
析
枠
組
み
は
、
第
一
一
世
界
制
究
に
お
い
て
数
多
く
引
用
さ
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
ま
で
第
三
世
界
を
必
ず
し
も
主
曜
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
リ

ア
リ
ズ
ム
や
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に

な
っ
た
c

と
い
う
の
も
、
こ
の
向
者
の
立
場
で
は
白
ら
を
統
治
川
能
な
凶



家
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
準
凶
{
/
水
と
い
う
現
象
を
十
分
に
前
例
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
ご
ま
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
こ
の
著
古
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

マ
ル
ク
ス
主
義
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
第
三
世
界
と
い
う
弱
者
の
「
弱
さ
」

の
み
な
ら
ず
、
主
権
を
回
に
も
武
岩
に
も
す
る
弱
者
の
「
強
き
一
に
光
を

当
て
た
こ
と
も
千
問
卜
、

E
要
な
占
で
あ
っ
た
り
ジ
ャ
ク
ノ
ン
自
身
は
白

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
英
国
学
派
で
あ
る
と
し
て
、

M
・
ワ
イ
ト
や

H
・
プ

円パート・ H.ジャクソシ、その:長績と恩:+ltO)枚目T

析強)レ
し前~ 0) 
たしゐ'Jl
とて究
いし通 lこ
うる 1主
意がfづ
味、い

でと再て
ー=砂

訴定

ジ[11 論
ヤ界 L
クをて
ソ J~ ぃ
シ凶る
は学こ
此加えと
困のや
学学ミ
派間の
に的れ
新 41g 
た産ど
なに円
};よ::c
肉つ立

性てで
をうf も

も
た
ら
し
た
と
も
百
え
よ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル

門
。

2
5
2
F
)

コ
ペ
ナ
ン
ト

(
]
『
}
凶
作

C
-
c
u
三

そ
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
一

0
0
0
年
に
山
山
版
し
た
の
が

M-rh
口
~
ミ
~
叩
民
日

町三一

E
Q三
ご
と
訪
日
ぬ
芯
円
ミ
五
竜
町
村

S
Q
-
Z之
内
叫
ミ
何
百
三
2
で
あ
る
υ

こ
の
u
官

舎
は
い
わ
ば
、
第
一
一
世
界
の
み
な
ら
ず
、
羽
代
の
回
際
社
会
全
体
に
い
か

な
る
児
純
が
存
す
忙
し
て
い
る
の
か
を
包
括
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ン
ヤ
ク
ゾ
ン
の
そ
れ
ま
で
の
叫
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
複
雑
で
あ
る
本
節
で
は
、
と
り
わ
け
ジ
ャ
ク
ソ
ン

が
析
山
川
し
た
規
範
の
お
内
容
、
持
長
、
一
吟
歴
史
的
起
減
、
小
山
冷
戦
後
の
凶

際
紅
会
と
の
具
体
的
な
関
連
性
、
と
い
う
点
を
山
中
心
に
概
制
し
て
い
く
ご

(
一
)
グ
ロ
パ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
の
内
容
と
特
蛍

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
現
代
的
阿
際
社
会
に
お
い
て
規
範
と

ν

て
共
有
さ
れ
て

い
る
も
の
を
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ベ
サ
シ
ト
」
(
(
引
T
v
f
-
C
コ
S
E「)

と
呼
ぶ
。
彼
は
こ
の
凱
範
枇
念
を
「
悩
広
い
附
史
的
理
論
的
パ

l
ス
ベ

ク
テ
ィ
ブ
か
ら
回
際
牡
会
の
多
一
平
一
十
義
的
構
造
を
調
布
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
」
、
冷
戦
悦
慌
の
困
際
社
会
に
内
在
す
る
も
の
ト
と
し
て
提
示
し
て
見
せ
る
ο

よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
同
際
社
会
の
歴
史
と
法
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で

積
み
卜
げ
り
れ
て
き
た
政
治
理
論
の
分
析
に
よ
っ
て
、
彼
は
国
際
社
会
に

お
け
る
校
と
な
る
諸
制
範
(
グ
ロ
ー
バ
ル
E

コ
ペ
ナ
ン
ト
)
の
折
山
山
を
試

み
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ペ
ナ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
分
析
し
た
の
か
一
百
で
言
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン

ト
と
は
、
独
ム
リ
目
不
下
渉
の
梓
利
(
消
椋
的
土
佐
)
を
持
っ
た
キ
権
問
家

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
き
川
定
自
己
己
主
を
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
追
求

す
る
こ
と
を
相
互
に
認
め
、
共
存
を
阿
る
、
(
白
己
の
苦
で
一
方
的
に
相

T
を
王
す
と
一
川
、
つ
窓
味
で
の
)
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
を
否
定
し
た
、
多
元
キ

表
的
な
凶
際
社
会
の
組
範
で
あ
る
υ

こ
の
組
範
に
よ
れ
ば
、
々
什
回
家
(
よ

北法S7(fi.2:B)2771



ロキ

り
止
確
に
言
え
ば
、

f
T

権
国
家
、
ン
ス
テ
ム
の
機
能
や
管
理
に
関
わ
る
政
治

関
係
者

Z
E
F
η
4
2立
の
)
)
は
巴
愚

5
2
E
E
2
)
を
刷
い
て
j

一
同
阿
の
利

持
と
と
も
に
他
凶
を
八
百
め
た
「
わ
れ
わ
れ
の
利
性
」
を
追
求
す
る
こ
と
で

共
存
を
凶
る
。
こ
れ
を
ジ
ベ
ク
ノ
ン
は
「
思
曜
の
規
範
一

(
E
C
P
三
一
三

口

OEω)
と
呼
ぶ
っ
こ
の
よ
う
な
思
慮
に
基
ワ
い
た
国
家
な
い
し
政
治
関

係
省
の
行
動
は
、
普
遍
的
な
愉
川
町
規
範
で
計
る
こ
と
は
出
来
な
い
ο

そ
の

、、

た
め
、
同
家
な
い
し
政
治
関
係
打
を
取
り
巻
く
状
況
を
考
慮
し
た
「
状
況

倫
理
」

(
Z
E
E
O
E
r長
田
の
と
が
凶
際
牡
会
で
は
重
史
な
児
範
と
な
っ
て

く
る
υ

ま
た
、
こ
れ
と
と
も
に
、
同
一
系
王
権
・
非
介
入
の
原
則
を
基
健
と

し
た
国
連
世
章
第
一
条
に
代
表
さ
れ
る
国
際
法
(
そ
の
他
の
例
と
し
て
、

九
七
五
年
に
山
さ
れ
た
ヘ
ル
シ
ン
ヰ
宣
六
、
さ
ら
に

O
A
U常
二
叩
な
ど
)

な
ど
の
同
家
聞
の
制
度
・
取
決
め
も
凶
際
社
余
の
維
持
に
と
っ
て
重
要
と

な
る
υ

こ
れ
を
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
「

T
続
主
的
思
範
」

(
t
-
2
E三
三
コ
ミ
ヨ
臼
)

と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
「
回
じ
曙
の
規
範
」
と
「
手
続
主
的
規
範
」
は
、
そ

れ
ぞ
れ
リ
ア
リ
ズ
ム
(
前
者
)
!
と
ラ
ン
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
(
内
問
者
)
の
見
方
に

悶
辿
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
両
方
を
そ
の
以
素
と
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ベ

7
ン
ト
と
い
う
規
範
概
念
は
、

E
-
H
・
ヵ
ー
の
著
名

な
分
類
に
従
え
ば
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
リ
ア
リ
テ
ィ
の
山
方
の
側
面
を
八
円
ん

だ
包
括
的
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
ま
た
見
ん
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
問
団
範

概
念
は
、
人
類
が
「
平
和
」
を

R
指
し
て
積
み
平
ね
て
き
た
倫
理
規
範
の

f写

点
と
も
=
い
え
よ
う
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こ
の
ン
ヤ
ク
ソ
ン
が
提
示
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ベ
ナ
ン
T

と
い
う
概

念
は
多
面
的
な
概
念
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
は
冷
戦
絞
の
困
際
社
会
に
実

際
に
有
存
し
て
い
る
制
純
で
あ
る
と
同
叫
に
、
歴
史
的
に
情
染
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
ご
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
歴
史
と
現
状
の
分
析
に
よ
る
帰

納
的
概
念
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
方
で
こ
の
剥
範
は
、
ジ
ャ
ク

ソ
ン
に
と
っ
亡
は
正
当
化
す
べ
き
例
他
県
純
で
も
あ
る
(
止
当
化
の
論
拠

は
本
伺
三
節
で
論
じ
る
)

f

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
将
来
的
に
凶
際
担
会

が
維
持
・
も
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
規
純
で
あ
る
と
も
=
口
、
え
る
υ

強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
の
想
定

す
る
世
界
が
、
あ
く
ま
で
が
権
回
家
を
中
心
的
ア
ク
タ
ー
と
す
る
凶
家
聞

の
紅
会
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
3

こ
れ
を
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、

M
・
4
1

ク
ン
ヨ
ッ
ト
が

『人
間
行
為
論
'
(
C
3
=
三
塁
芯
会
主
売
市
)
で
展
開
し
た

人
川
の
柿
介
関
係
に
関
す
る
議
論
に
倣
っ
て
、
「
国
際
ソ
キ
エ
タ
ス
」

(
E
Z
E
F
E
E
-
白
雪
主
主
)
と
呼
ぶ
。
こ
の
什
会
で
は
、
待
問
~
ま
が
独
げ

に
行
動
し
な
が
ら
も
、
最
低
限
の
共
通
の
行
動
準
則
(
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ぉ
一

ペ
ナ
ン
ト
)
に
従
う
こ
と
む
共
与
が
可
能
と
な
る
c

先
述
し
た
グ
ロ
パ

ル
・
コ
ベ
サ
ン
ト
の
一
つ
の
必
素
と
さ
れ
る
規
範
に
即
し
て
二
百
、
え
ば
、
諸

岡
京
は
「
以
噴
に
慕
づ
く
つ
な
が
り
」

(
2
E
2
5
-
5
2
2与
】
ご
と
と
「

T

続
き
的
つ
な
が
り
」
(
勺

2
2
2
2
-
2
2
2己
5
ロ
)
を
き
れ
ぞ
れ
構
成
す
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る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
て
の
同
夜
の
「
利
用
同
能
な
軍
事
力
・
経
済

力
が
同
じ
で
は
な
い
」
以
上
、
一

頁
仔
が
権
力
の
分
身
で
あ
る
と
す
れ
ば
」
、

自
ず
と
大
凶
は
凶
際
社
会
に
お
け
る
(
困
家
山
の
共
存
と
い
う
意
味
で
の
)

「
γ
和
一
の
責
れ
の
多
く
を
負
う
こ
と
に
な
る
{
ち
な
み
に
こ
の
困
降
ノ

キ
エ
タ
ス
の
反
対
概
念
は
、
一
回
際
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
」

(
E
R
E
5
E
-

豆

E
-
3
Eと
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
社
会
は
共
通
の
円
的
の
追
求
に
お
い
亡
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
タ
ー
が
柑
旬
に
依
存
し
什
い
、
時
に
丁
捗
L
A
H
う
も
の

で
あ
る
〔
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
こ
も
ら
の
概
念
が
示
す
特
骸
を
現
在
の
凶
際

社
会
が
持
っ
て
い
る
と
は
考
、
え
な
い

(
H

フ
ル
の
「
阿
際
社
会
論
」
と

の
相
遣
を
含
め
て
、
後
述
)
。

いれ"S ル家るがこ相、
るる l。・・の、権の定ま
よ りハコネ上と同「すた
う「ンンベ会¥、家多る、
l二"ヤチナのつの π 困こ
、クンン道意甫ム際的
こソトト偲味語義伊予
のンンの的で的」会と

姐自的♂ f耐用価と qi
;j{e身相'%-値い値い 1木

概が対 YLfモがう多く
己、そ主キ凶 日芹冗|勾
はの義義拾で俣ギ主わ
様依と」干し活苦手足る
置もはふて点、的カず
なを ut!: F ":;:多怯
文両離 -A布Ef t z 
菌主主 7Z妻になキ 1
0) いヤ 12Uはよ射lあ:パ
十円中たマて 、つげるιル
違央も Il0 L そての。
の首この肖政ジコ

1，'J とで逼のよ疋治ヤベ
え表あキグうさんクナ
ば現る義口なれ|可ソン
人 L とと I諸て体ント
権てさもノミ因いやはが

を
ど
の
よ
う
に
僻

L
伏
青
利
け
る
か
、
な
ど
)
を
認
識
し
、
そ
し
て
許
存

す
る
許
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
パ
タ

i
ナ
リ
ス
テ

f
y
ク
な
ず
渉
を

避
け
、
相
互
の
相
違
を
超
え
て
「
平
和
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
、
あ
る

同
世
の
共
通
の
文
化
を
同
際
社
会
が
持
つ
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
し
そ

れ
が
い
わ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
で
あ
り
、
を
の

E
昧
で
ジ
ャ

ク
ソ
ン
は
こ
れ
を
「
最
低
限
の
凶
際
的
正
明
」
と
表
現
す
る
υ

つ
ま
り
、

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
示
唆
す
る
川
界
は
、

l

J

十
半
的
介
入
や
人
主
明
間
の
衝
突
を
件
わ
ず
、
む
し
ろ
凶
家
川
、
と
り
わ
け

大
凶
聞
の
協
調
に
よ
っ
て
「

γ和
」
が
だ
引
し
う
る
刊
界
な
の
で
あ
る
。

(
)
グ
ロ
パ
ル
-
コ
ペ
ナ
ン
ト
の
歴
史
的
起
源

こ
の
グ
ロ

1
ハ
ル
・
コ
ベ
ナ
〆
ト
と
い
う
創
範
概
念
の
歴
史
的
起
源

は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
よ
る
と
一
六
凶
八
年
の
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
で

一
対

一

あ
っ
た
と
さ
れ
る
、
こ
の
条
約
は
、
回
{
き
を
中
心
と
し
た
世
界
の
始
ま
り

の
象
俄
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
丘
T

社
五
年
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
A

出

教
和
議
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
た

J
5
5
2
空
Y
4
Z
1
1
E
至
。
」
(
王
の

領
十
内
に
て
は
王
の
一
小
教
に
従
う
べ
し
)
の
原
則
を
確
訓
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
多
元
主
主
的
な
阿
際
社
余
構
造
の
市
芽
で
あ
っ

た
。
こ
れ
以
降
、
こ
の
原
則
は
世
界
人
に
拡
卜
人

L
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ペ

ナ
ン
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
く
c

北法57(6. 2:.jij) 277:i 
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ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ペ
ヲ
ン
の
発
反
・
批
ん
に
と
っ
て
決
定
的

な
山
来
事
と
な
っ
た
の
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
九
六

0
年
代
の

植
民
地
の
独
ず
で
あ
る
ο

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
九
六
つ
年
代
に
入
っ

て
、
国
際
社
会
は
民
族
U
決
の
原
則
に
廿
て
つ
い
て
、
か
つ
て
植
民
地
だ
っ

た
回
家
に
対
し
て
、
そ
の
国
家
連
日
の
内
実
を
問
わ
ず
に
(
消
極
的
)
主

催
と
い
う
訓
介
入
の
特
権
を
与
え
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
か
ら

十
栓
が
あ
る
状
態
と
師
、
い
状
態
の
「
あ
い
だ
」
(
植
民
地
、
保
護
領
、
委

仔
統
治
、
信
託
統
治
、
共
同
管
制
町
な
ど
)
と
い
う
存
在
が
消
え
、
回
際
社

会
は
そ
れ
ま
で
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

1
的
構
造
か
ら
、
水
平
的
構
造
に
な
っ
た

f写

の
で
あ
る
。
一
凶
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
国
連
世
章
一
条
で
示
さ
れ
た
国
家

ギ
権
に
閲
す
る
大
原
則
の
拡
大
で
あ
っ
た
む

こ
の
と
き
同
時
に
、
植
民
地
主
誌
に
内
在
し
て
い
た
パ
タ

1
ナ
リ
ズ
ム

が
、
国
際
社
会
に
お
い
て
そ
の
止
統
性
を
完
九
に
牛
へ
う
こ
と
に
な
っ
た
ハ

同
際
社
会
は
反
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
を
そ
の
規
範
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ

る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

R
・
ド
ゥ
オ
1
キ
シ

の
言
葉
を
引
き
、
次
の
よ
う
に
定
去
す
る
。

lt必パ
き要タ
オし 、 1 
たギナ
千百 リ
そ、ズ

の苔ム
人、と

格制は
の祉
1丹 tこ強
勤排;，1)
の他を
白的受
111 Iこけ
につて
対泣い
すする
るる人
十珂格
渉出の
でに伺
あよ仙
る J つ Jヤ
て利
正税
当

てれ係そ
しゐはにし
る当い決亡
。わづ政
IJ ，通治
「て u9
必、パ

苫タ
が，lJ 1 
で的ナ
にリ
し白ズ
か分ム
しのと
一書は
川で、

町」相什
な手ぜ
専をを
制I)，c. 出:
政干し
¥L， -r~ 
(門」ゆ

でとしゐ
あで不
るあヂ
f) 等
と、な

しそ悶
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ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
こ
の
植
民
地
独
止
に
件
、
つ
阿
際
社
会
に
よ
る
バ
タ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
否
定
を
阿
際
朴
公
の
規
範
研
光
に
お
い
て
、
訓
叩
門
山
に
市
要
な

も
の
と
考
え
る
。
事
実
、
彼
は

4
4
E
C
Z丘
町
。
ミ
さ
え
の
な
か
で
「
凶

際
関
係
論
の
学
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
ら
の
[
楠
民
地
独
立
に
よ
る
〕

重
ん
な
規
範
的
変
化
に
正
意
を
川
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
鷲
く
べ
き

事
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
ジ
ヤ
ク
ノ
〆
の

思
沼
町
特
徴
は
、
冷
戦
後
の
凶
際
社
会
に
お
け
る
介
人
の
問
題
の
肝
釈
に

直
結
し
て
い
る
(
本
稿
一
陥
参
照
)

G

(
一
)
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ペ
ナ
ン
ト
と
冷
戦
後
の
凶
際
社
会
の
具
体
的
関

連
性

で
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
と
い
う
規
範
収
入
品
は
、
具
体

的
に
冷
戦
後
の
困
際
社
会
と
と
の
よ
う
に
悶
辿
し
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で

は
と
り
わ
け
、
主
権
問
家
を
超
え
た
川
口
遍
主
義
(
阿
際
ウ
ニ
ベ
ル
ン
タ
ス
)

の
ー
+
恨
の
根
拠
と
な
り
う
る
、
国
辿
、
国
際
叶
法
裁
判
所

(
I
C
J
-

E
Uと
い
っ
た
組
織
を
ジ
ャ
ク
メ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
説
明
し
、



ど
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
い
る
の

か
見
て
い
く

ま
ず
阿
辿
に
つ
い
て
ン
ヤ
ク
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
ο

務あも回
目るの速
に。 でを
よさあ合、
つらるめ
てに。、
運、そす
ほそれべ
されらて
オしらはの
ては阿 I
い国家 G
る)家に O
かよは
らり例
のす外
恩案な
忠、さく
をれ
そ、回
けぷ家
て .，'， カず
いさ生
るれみ
困た山
間?のし
公でた

円パート・ H.ジャクソシ、その:長績と恩:+ltO)枚目T

存〔
す国
る連
だを
ろ合
うも
し様
々
こな
れ I
ま G
で 0
もの
ず子 治
在動
しが
どな
きく
たて
のも
ご〕

あ二凶
るω 際

十十
/入

l主
存

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
こ
の
よ
う
に
、
国
連
は
あ
く
ま
で
国
家
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
際
社
会
的
補
助
機
関
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
珂
鮮

を
す
る
c

そ
れ
は
ク
口

1
パ
ル
コ
ペ
ナ
ン
ト
が
一
七
す
同
際
ソ
キ
工
タ
ス

と
い
う
世
界
の
構
造
を
変
化
さ
せ
る
よ
う
な
組
織
と
は
見
な
さ
れ
な
い
ハ

I
C
J
に
ワ
い
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
ご
弓
(
~
h
E
R
百
円

2
2
室内

乙
丸
の
内
容
が
連
続
し
て
い
る

2
2
2
2
r
z

ま
た
、

の
次
の
著
世
円
で
あ
り
、

ミミ
3
N
g
c
x
k
Z
E
E
N
2
4
H
a
E
Eご
E
E
3
2
Z
N
D
C日
)
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

例
え
ば
、

l
cー
の
よ
う
な
困
際
裁
判
所
の
地
伏
に
お
い
て
〔
凶
翠
の
〕

合
意
は
明
内
な
も
の
で
あ
る

I
C
Jは
凶
家
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み

困
際
的
な
紛
争
に
閲
し
て
当
市
岡
へ
の
管
特
権
を
れ
便
す
る
。
条
約
は

合
意
す
る
、
4
7

権
国
家
に
荒
づ
く
同
際
川
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

l
c
Jも
困
連
判
様
、
王
権
問
ま
に
基
づ
い
た
国
際
社
会
を

補
完
す
る
役
割
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
条
約
に
対
す
る
羊
権
国
家
の
合
意

で
成
社
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所

(
I
C
C
)
も

阿
桜
で
あ
り
、
制
じ
見
十
刀
が
こ
れ
に
つ
い
て
も
出
来
よ
う
ο

そ
し
て

R
U
に
関
し
て
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
一
議
ん
附
す
る
。

ま
ず
、

E
U
を
回
家
の
主
権
を
担
え
た
も
の
と
見
る
見
み
と
、
、
一
平
権
の
枠

内
に
あ
る
ト
と
す
る
見
々
の
両
む
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ

が
不
峻
す
る
と
こ
ろ
を
弘
明
す
る
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
こ
の
と
ち

ら
か
ん
を
自
ら
の
舟
山
見
と
す
る
こ
と
は
な
い
J

そ
の
代
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と

E
U
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
c

ヨ

口

y
パ
に
お
い
て
の
み
、
お
そ
ら
く
、
よ
り
広
く
言
え
ば
向
洋
に

お
い
て
の
み
、
山
山
刻
〕
つ
つ
あ
る
ウ
ニ
ベ
ル
ン
タ
ス
の
訓
品
に
明
肉
な

犯
候
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ヨ

I
ロ
y
パ
共
同
体
〔

ι亡
〕
は
、

共
通
の
判
的
、
と
り
わ
け
経
一
昨
的
な
領
域
で
の
そ
れ
に
迫
合
す
る
よ
う

北法S7(fi.2:.j7) 277S 
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な
制
度
的
枠
組
み
を
有
し
た
、
長
た
る
例
で
あ
る
。

f写

つ
ま
り
、
ン
ヤ
ク
ソ
ン
は
少
な
か
ら
ず
R
じ
を
、
回
際
ソ
キ
エ
タ
ス
を
超

え
て
同
際
ウ
ニ
ベ
ル
、
ン
タ
ス
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い

る
ご
た
だ

υ

、
そ
れ
は
ま
だ
兆
候
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
別
山
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
を
れ
に
加
え
亡
、
彼
は

E
亡
を
凶
際
社
会
全
体
が
回

際
ウ
一
一
ベ
ル
シ
タ
ス
に
変
わ
る
犯
候
と
は
見
な
い
。
あ
く
ま
で
、
「
そ
れ

は
地
域
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
ヘ
ヨ

l
ロ
ソ

戸
ザ
M

パ
的
内
部
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

E
U
が
似
に

同
際
ウ
ニ
ベ
ル
ン
タ
ス
だ
と
解
釈
で
き
て
も
、
そ
れ
は
同
際
ノ
キ
エ
タ
ス

ぜ
あ
る
世
界
全
体
の
な
か
の
大
主
な
ア
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
と

才一

い
う
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
国
際
社
会
全
体
を
一
体
ど
の
よ
う
に
見
沼
す
の

か
。
彼
は
回
際
社
会
全
体
的
安
全

2
2ミ
ミ
)
に
関
す
る
規
範
が
一
層

比
百

の
刷
、
心
円
に
な
っ
て
い
る
と
与
え
る
。
一
番
外
側
の
刊
は
牟
困
家
群
で
あ

り
、
こ
こ
で
の
安
ん
は
、
国
達
也
章
な
ど
で
保
障
さ
れ
た
領
土
の
保
若
に

限
定
き
れ
る
。
続
い
て
中
聞
の
円
は
、
非
西
側
諸
回
で
あ
る
n

こ
こ
で
の

安
ん
は
自
困
の
そ
れ
と
凶
際
的
な
ぞ
れ
で
あ
り
、
地
域
の
凶
家
間
秩
出
や

自
国
の
瓦
九
を
守
る
た
め
の
岡
家
や
川
間
関
係
の
能
力
に
基
づ
い
て
保
障

さ

れ

る

き

し

て
早川
も
中
心
に
あ
る
円
は
、
西
側
諸
国
で
あ
る
こ
こ
で

の
安
全
は
、
同
家
聞
は
も
ち
ろ
ん
、
人
間
個
人
の
安
全
ま
で
を
も
含
み
、

人
権
は
主
権
を
乗
り
越
え
て
保
護
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
〔
こ
の
よ
う
に
彼

は
困
際
社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ペ
ナ
ン
ト
と
い
、
つ
比
過
の
「
最
低
限
の

同
際
的
文
明
一
た
る
制
範
を
持
ち
な
が
ら
、
同
時
に
安
全
に
関
す
る
規
範

で
は
三
日
間
に
分
か
れ
た
世
界
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
)

北法:17¥6・2:';8)2i76 

で
は
さ
ら
に
、
冷
戦
後
の
凶
際
社
会
に
お
い
亡
ギ
権
と
人
権
が
正
面
か

ら
対
守
し
て
し
ま
う
介
人
の
問
題
に
関
し
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
を
基
に
し
て
、
い
か
に
与
察
し
た
か
を
兄
て
み
た
い
ご

こ
れ
に
つ
い
て
は
耐
を
改
め
て
議
泊
す
る
こ
と
に
す
る
。

三

、

人

道

的

介

入

と

国

家

建

設

を

め

ぐ

っ

て

一

グ

ロ

l

パ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
の
裏
面

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
大
王
な
一
ア

l
マ
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
介
入
の
間
制
を
い
か
に
分
析
す
る
か
で
あ
ワ
た
。

む
さ
き
~
む
ね
た
え
]
坦
坦
(
)
)
か
ら
む

2
2
S
T
E弘
之
孟

2
s
こ
さ
司
王
主
主
吉
守
司

言
言
言
N
F
E
E
5
(
N
E
C山
)
に
で
る
ま
で
、
こ
の
問
題
は
一
貫
し
て
検
討

さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
木
節
で
は
司
F
F
C
c
z
-
h
Z
E
E「
に

C
2
2
h言、
2
か
ら
門
主
句
主
主
ぬ
空
比
一
之
ミ
ミ
コ
ご
三
宅
主
主

E
R
2
Q
W言
明
日
丘
町
、
吉
町
さ
ま
に
か
け
て
、
、
ン
?
ク
ソ
ン
が
介
入
の
問
題
を
い

限
定
せ
ず
、



円パート・ H.ジャクソシ、その:長績と恩:+ltO)枚目T

か
に
扱
っ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
そ
、
つ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
涼

く
U
寸

P
R
h
E
E
C
E
E
E
で
の
議
論
を
理
解
す
る
こ
と
が
狽
い
で
あ
る

こ
こ
で
、
止
円
し
た
い
の
は
、
人
道
的
介
入
と
戸
外
部
の
権
力
に
よ
る
)

同
家
建
ル
は
と
い
う
一
種
類
の
介
人
の
問
題
で
あ
る
。
考
察
に
人
る
前
に
一
、

三
こ
れ
ら
の
概
念
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
ご
ま
ず
両
者
は
時
系
列
的
に
連

続
し
た
も
の
と
児
る
こ
と
が
で
き
る
。
ト
人
抵
、
人
道
的
介
入
の
あ
と
に
は

同
家
建
ポ
の
附
也
が
刊
随

L
、
国
家
建
設
の
問
題
は
介
入
に
お
け
る
「
引

き
際
」
の
問
題
と
な
る
ご
け
れ
ど
も
、
ひ
と
つ
の
事
例
で
必
ず
し
も
同
じ

ア
ク
タ
ー
が
両
お
の
前
動
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
し
、

7
1
当
化
の
根
拠
も

そ
れ
ぞ
れ
別
々
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
時
代
や
事
例
に

よ
っ
て
阿
際
政
治
上
ご
の

E
要
度
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
も
あ
り
、
市
川
省

は
包
別
し
て
考
え
る
自
民
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
(
外
部
の
権
力
に
よ
る
)
阿
茶
建
設
と
い
う
呈
業
は
、
現

在
で
は
平
和
構
築
を
一
ボ
峻
す
る
が
、
情
民
地
独
立
以
前
の
時
代
で
は
伝
記

統
治
や
委
任
統
治
を
必
扶
的
に
不
唆
す
る
、
あ
る
事
門
山
味
、
両
義
的
な
一
百
素

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
両
義
性
は
、
実
の
と
こ
ろ
国
家
建
設
と
い
う
窓
味

で
の
平
和
構
築
が
信
託
統
治
と
パ
タ

1
7リ
ズ
ム
と
い
う
呪
で
共
指
し
て

し
ま
ワ
て
い
る
こ
と
を
不
し
て
い
る
。
結
八
酬
を
先
取
り
的
に
百
え
ば
、
こ

の
問
題
が
結
果
的
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
与
察
に
人
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
で
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
与
察
し
た
か
を
以
下
で

検
川
し
た
い

ま
ず
、
そ
の
昌
吉

E
E
E
K
E
E
に
お
い
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
人
道
的

介
人
よ
り
も
む
し
ろ
(
外
部
の
権
力
に
よ
る
)
同
家
在
地
区
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
介
入
の
問
題
を
議
論
し
て
い
る
{
そ
こ
で
彼
は
、
被
介
入
国
の
主

権
的
地
位
を
引
き
下
げ
る
日
託
統
治
の
よ
う
な
介
人
が
、
パ
タ

l
づ
リ
ス

テ
ィ

y
ク
な
も
の
で
あ
り
、
楠
民
地
独
立
後
の
阿
際
社
会
の
規
範
に
反
す

る
以
卜
、
実
現
は
ま
ず
不
同
能
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
そ
う

い
っ
た
介
入
が
人
権
保
之
や
経
凶
行
政
ン
ス
テ
ム
の
発
展
な
と
に
効
果

が
あ
る
こ
と
を
訟
め
る
ο

そ
こ
で
現
状
の
管
轄
楢
内
で
積
極
的
に
(
つ
ま

り
、
少
な
か
ら
ず
パ
タ
l
ナ
リ
ズ
ム
を
伴
っ
た
)
援
助
を
行
う
「
レ
ボ

リ
ユ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
と
ラ
シ
ョ

7
リ
ズ
ム
の
問
」
と
い
う
和
京
的
な
ウ
場

を
主
張
す
る
。
た
だ
し
、

M
E
ウ
ォ
ル

Y
7
ー
が
そ
の
昔
舎
にE
之
内
科
『
甘
え

〔
三
宮
市
三

9
3
で
、
内
戦
や
大
量
虐
殺
と
い
っ
た
極
端
な
人
出
柄
引
官
官
に
陥

ら
な
い
限
り
介
人
す
べ
き
で
は
な
く
、
「
〔
外
部
の
権
力
に
よ
っ
て
ワ
え
ら

れ
た
〕
独
す
は
人
を
川
内
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ
て
」
、
あ
く
ま

で
「
政
治
共
同
体
の
白
山
川
は
自
ら
が
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
た
こ
と
に
対
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
そ
れ
は
「
そ
の
地
域
の
正
制
者
や

阿
際
社
会
に
直
面
し
て
い
る
人
々
に
対
し
て
過
剰
に
位
(
己
主
空
)
を

期
刊
し
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
鑑
み
れ
ば
、

こ
の
当
時
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
あ
る
程
ぽ
介
入
の
止
当
化
可
能
性
に
重
主
を
置

北法S7(fi.2:.m) 277i 
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い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

介
入
、
と
り
わ
け
(
外
部
の
権
力
に
よ
る
)
国
家
建
設
の
実
説
可
能
性

を
内
定
し
つ
つ
も
、
ぞ
の
実
効
性
と
必
裂
牲
を
認
め
る
こ
の

G
5
2

~
ご
と
ま
で
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
的
#
察
は
、
い
わ
ば
、
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
を
一
認

め
て
い
た
右
が
凶
際
什
会
に
と
っ
て
は
以
か
っ
た
で
は
な
い
か
、
と
い
う

ジ
キ
ク
ソ
ン
の
本
y
H
に
つ
な
が
る
。
ジ
ヤ
ク
ノ
ン
は
こ
の
昔
書
の
最
後
で
、

f写

象
徴
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

らしまし
かた L か
に状いし
な;兄 )1; な
つを式が
た、をら
よ一台
り次む阿
も元、|控

自立非的
il市な常な
足消に信
の極多~{
い的係統
〈ヱな治
も権同と
の体際い
にtIlJ 的っ
しイヒ地た
たに f立
かおはよ
もい、り

して脱押
れ何柿し
な吋度民付
し、むも 1也 17
G 明 化が

あ
る
論
者
が
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
姿
勢
は
「
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
や

人
材

L
r去
に
さ
え
阿
帰
す
る
議
論
で
あ
る
と
訓
新
さ
れ
う
る
」
と
し
て
い

礼
円

る
よ
う
に
、
こ
れ
は
む
き
句
村
山
凶
作
ミ
2
に
お
け
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
思
想
の
パ

タ
l
ナ
リ
ス
テ

f
y
ク
な
側
面
を
示
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う

な
彼
の
姿
勢
は
白
身
の
植
民
地
主
衣
の
期
解
か
ら
派
生
し
て
い
る
。
ア
フ

リ
カ
の
地
域
研
究
で
者
名
な
ジ
ェ
フ
り

l

ハ
l
プ
ス
ト
は
、
「
ジ
ャ
ク

ソ
ン
は
伊
民
地
烹
義
が
高
庇
に
法
的
な
も
の
で
あ
り
、
規
則
に
基
づ
い
た

ン
ス
テ
ム
だ
っ
た
と
ぷ
論
し
て
き
だ
一
と
分
析
批
判
す
る
想
像
を
た

く
ま
し
く
す
れ
ば
、
阿
際
牡
公
的
規
範
変
化
が
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
を
否
i

注

し
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
ジ
J
i

ク
ソ
ン
が
パ
タ

1
ナ
リ
ズ
ム
を
内
心
で

許
存
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
彼
の
興
味
を
惹
く
も
の
で
あ
っ

た
か
も

ν
れ
な
い
っ
さ
ら
に
附
み
込
ん
で
一
六
え
ば
、
そ
の
結
果
、
他
の
ど

の
論
者
よ
り
も
パ
タ

1
ナ
リ
ズ
ム
を
許
討
し
な
い
新
た
な
困
際
社
会
規
範

の
存
在
に
注
円
し
、
そ
れ
を
強
く
唱
団
守
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

北法:17¥6・240)2i78 

こ
の
よ
う
な
反
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
の
国
際
社
会
規
範
に
刈
し
て
、
ジ
ャ

ク
ソ
ン
は
む
き
2

己
主
λ

に
お
い
て
約
半
的
に
阿
際
社
会
の
見
範
が
そ
の

内
存
を
変
え
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
な
か
で
泊
椋
的
キ

権
体
制
が
今
後
も
継
続
す
る
と
予
測
し
な
が
ら
も
、
ノ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
に
よ
る
一
連
の
劇
的
な
改
革
を
契
絞
ト
と
し
て
、
人
権
制
範
が
そ
の
仕
院
の

阿
際
関
係
の
な
か
で
の
原
理
と
し
と
認
識
さ
れ
る
可
能
性
が
わ
ず
か
に
あ

る
と
述
べ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
九
九
心
年
当
時
に
は
ま
だ
、
凶
際
社

会
の
規
範
が
冷
戦
終
結
後
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
は
っ
き
り
と
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
彼
は
汗
定
的
に
で
は
あ
る
が
、
人
権
規
M
鞄
と
結

び
つ
い
た
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
の
許
容
可
能
性
を
そ
の
将
来
に
見
て
い
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
冷
戦
終
結
を
坑
と
し
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
市
心
は
徐
々
に
移
動

九
九
立
年
の
論
文
で
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、

C
E己
K
E
E
執

し
て
い
く
J
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筆
当
時
に
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
冷
戦
後
の
凶
際
社
会
の
規

範
を
、
と
り
わ
け
介
入
の
問
題
と
と
も
に
分
析
し
て
い
る
ご
そ
こ
で
彼
は

「
困
際
コ
ミ
コ
ニ
テ
ィ
が
た
際
に
と
、
つ
定
え
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
介
入

の
規
範
的
ロ
ジ

y
ク
が
影
紬
い
を
受
け
る
一
と
し
て
、
介
入
(
将
に
人
道
的

介
人
)
を
検
討
す
る
う
え
で
冷
戦
後
の
凶
際
コ
ミ
コ
ニ
テ
ィ
は
阿
家
中
心

認

な
の
か
、
そ
れ
と
も
人
山
中
心
な
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。
そ
し
て
、

ン
ヤ
ク
ソ
ン
は
冷
戦
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
入
住
の
尊
重
に
弔
き
を
聞
い

て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
国
家
が
中
心
的
、
一
干
体
で
あ
る
以
上
、
介
入
と
い

(
 

う
手
段
は
規
範
的
に
は
f

併川円丘阿旦{定4
さ
れ
る
と
し
て
い
る
O

も
し
、
そ
れ
で
も
介

入
を
実
行
す
る
と
す
れ
ば
人
道
的
必
以
件
に
基
づ
く
川
の
正
当
化
が
必
安

で
あ
り
、
仮
に
そ
の
7
1
4コ
化
に
成
功
し
て
も
な
お
、
介
入
に
伴
っ
て
生
じ

る
派
遣
さ
れ
た
白
困
民
の
犠
牲
が
、
来
た
し
て
正
当
化
さ
れ
る
純
凶
の
も

の
な
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ン
ヤ
ク

ソ
ン
は
九
九
五
年
の
時
出
で
、
介
人
の
T
K
当
化
に
対
し
、
非
常
に
厳
し

い
立
場
を
取
る
よ
う
に
な
ワ
た
。

ン
ャ
ク
ソ
〆
の
こ
の
童
心
の
移
動
と
関
連
し
て
、
彼
が
冷
戦
の
崩
壊
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
、
こ
こ
で
合

T
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
冷
戦
朋
に
お
け
る
東
欧
と
ソ
速
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

一
時
川
つ
「
l
L

い
ヴ
心
。

冷
戦
期
に
中
欧
諸
同
は
、
ー
介
入
の
規
純
と
柑
り
の
羊
梓
を
門
J

市
す
る

回
家
の
ソ
キ
エ
タ
ス
を
構
成
す
る
代
わ
り
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
従
属
し
て

い
た
。
彼
ら
の
関
係
は
、
共
斥
-
十
義
者
の
準
帝
凶
ま
た
は
ウ
ニ
ベ
ル
ン

タ
ス
的
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
本
当
に
独
立
し
た
国
家
で
あ
っ

た
の
は
、

ソ
辿
だ
け
だ

こ
の
よ
う
に
ソ
辿
と
そ
の
胤
辺
国
は
ジ
M

ク
ソ
ン
の
理
解
で
は
因
際
ウ
ニ

ベ
ル
ン
タ
ス
だ
っ
た
〔
し
か
し
、
ソ
辿
の
崩
壊
に
よ
っ
て
こ
の
ウ
ニ
ベ
ル

ン
タ
ス
は
崩
れ
去
っ
た
ο

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
解
釈
で
は
、
九
九
ひ
年
の
パ

リ
蛍
章
は
い
わ
ば
、
九
州
五
年
以
降
の
羊
権
平
等
な
ど
の
大
原
則
(
凶

連
憲
章
一
条
)
の
山
定
で
あ
り
、
そ
れ
は
円
、
ン
ア
な
と
の
川
ソ
連
諮
問
の

阿
際
ソ
キ
工
タ
ス
へ
の
復
仰
を
且
昧
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
世
界

史
上
で
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
肝
体
、
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
パ
キ
ア
の
分
裂
が

続
く
J

こ
れ
に
よ
っ
て
主
権
凶
家
は
そ
の
数
を
層
的
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
つ
ま
り
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
見
ん
に
恭
づ
け
ば
、
冷
戦
の
崩
棋
は
(
消

極
的
)
主
権
問
京
体
制
の
強
化
な
い
し
祥
川
呼
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の

そ
し
て
、
そ
の
五
年
後
に
州
版
さ
れ
た
ど
だ
ミ
与
三
円
三
一
号
室
町
に
お

い
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
人
道
的
介
入
と
(
外
部
の
権
力
に
よ
る
)
困
家
建

設
を
別
々
の
章
で
一一
議
品
し
て
い
る
。
ま
ず
人
道
的
介
入
に
関
し
て
は
、
そ

の
是
非
自
体
を
Mm
史
的
事
例
に
即
さ
ず
州
象
的
に
結
論
す
る
こ
と
は
で
き

北法57(6-241)2779
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主人 i則人きニな
で々に梓なアい
あのあ規の、と
る構る純はコし
と手IJ とが、ソて

し主す Jjドニボ与
てニる介のの i平
い[んの入よ事 1'1]
るが土iのう伊Jな
こ天 t，ょんなを事
と秤，-' 且 介そ例
でに -:p':l~; ~ JJ 入 fL こ
あ ιーかフにのでよ
るとかえ f蔓事れる
(つ P越例検検
こたぷせを"す l討
れ場 ttず検しを
ん ?止"すて主
に足け当すい民
間、三化るる?し?
争前 V) の際
る者本貨のこソ
ジを宗 fl前ニマ
ヤ侵とは提ごリ
ク先少介と代ア
ソす数人し目
ンる派すて F ポ
ぴ〉ベのる、ベス

f写

論
拠
に
つ
い
て
は
役
述
)

」
の
よ
う
に
己
芯
〔
L
G
E日

(
υ
2
2
5え
で
は
九

五
年
内
A
州
丈
よ
り
も
同
家
、
一
上
権
(
な
い
し
多
元
斗
元
的
問
際
社
会
規
範
)

が
一
層
、
人
権
よ
り
も
上
位
の
規
範
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

一
心
、
(
外
部
権
力
に
よ
る
)
凶
家
建
北
に
つ
い
て
ジ
ャ
ク
ノ
ン
は
、

冷
戦
絞
の
最
も
山
別
的
な
国
家
定
説
活
動
(
ト
ナ
和
構
築
日
動
)
と
さ
れ
る

と
こ
ろ
の
、
安
保
刃
沃
議
一
一
四
川
(
一
九
九
九
苛
)
に
基
づ
く
コ
ソ
ボ

一ぷ一

の
困
家
建
設
日
動
を
そ
の
批
判
の
対
象
と
す
る
、
と
い
う
の
も
、
ジ
ャ
ク

ソ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
活
動
は
実
質
的
に
は
恒
託
統
治
と
同
じ
で
あ
っ
て
、

現
有
の
阿
際
社
公
の
反
パ
タ

I
ナ
リ
ズ
ム
、
ー
介
入
の
規
範
に
は
旭
ム
ロ
し

な
い
か
ら
で
あ
る
ハ
パ
タ
ナ
リ
ズ
ム
は
九
六

0
年
代
に
す
で
に
Tmuv注

さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
質
的
な
肯
定
は
歴
史
の
到
を
逆
回
転
さ
せ

る
こ
と
に
相
速
な
か
っ
た
り
そ
う
で
あ
る
ロ
ト
、
位
は
破
綻
凶
家

(
2
-
E官
主

ω
5
2
)
の
凶
JE
建
設
は
十
回
託
統
治
が
直
向
し
た
様
々
な
問

題
戸
パ
タ

l
ナ
リ
ス
ム
の
問
地
を
は
じ
め
、
信
託
統
治
の
開
始
終
了
に

閲
す
る
法
的
な
基
準
や
主
体
な
と
)
を
解
決
し
な
け
れ
ば
実
わ
し
得
な
い

と
し
て
、
実
質
的
に
主
権
を
凶
辿
な
ど
の
外
部
権

U
に
移
譲
す
る
よ
う
な

北法:17¥6・242)2i80

同
家
建
設
活
動
を
強
く
批
判
す
る
の
で
あ
る

」
的
考
え
は
そ
の
次
の
者

阿 書
下下 町
で p
あ二t
るF E 

にん

さ
叶

E 
h 
p 

" ~ 芯
" Q 

" 民
同

" 

で
も

こ
の
よ
う
に
ジ
M

ク
ソ
ン
は
、
当
初
、
介
入
を
め
ぐ
る
主
栓
と
人
権
の

ン
レ
ン
マ
に
対
し
て
、
人
権
規
範
の
優
越
川
吋
能
性
、
パ
タ

l
ナ
リ
ズ
ム
の

詐
存
可
能
性
を
あ
る
科
度
vu
忠
誠
し
て
い
た
も
の
の
(
む
さ
と
己
主
主
、
冷

戦
の
終
結
と
と
も
に
、
人
権
規
範
よ
り
も
同
，
手
4
惇
や
同
際
社
会
の
安
定
、

反
パ
タ

1
7リ
ズ
ム
に
よ
り
一
層
の
重
き
を
聞
く
よ
う
に
な
り
、

最
終
的

に
は
そ
れ
を
強
く
附
哩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る

(

U

豆、も

h
E
守主

内
号
、
言
芝
、
さ
ら
に

C
9
2
wへと
a
s
A
Lミ
ミ
ミ
=
=
右
主
喜
市
。
コ
吉
雪
量
ミ
ヨ
コ
ミ

h
n
E
S
2
)
J
 

こ
の
パ
タ

1
ナ
リ
ス
ム
を
併
定
し
、
国
家
主
権
や
困
際
社
会
の
安
定
を

重
視
す
る
、
ン
ヤ
ク
ソ
〆
の
考
え
は
、
基
本
的
に
次
の
二
つ
の
論
拠
に
焦
づ

い「
L

る

会て
σ〕
力凶
の際に
及ネ十
ぶ会苦
範にき
凶は生
内なを
ずご しミ ーヌ立

も求
事そす
分もる
なそ責
L .も 11

FzB 
争点らお
~O、よ政

」う府
あなに
くこあ
まとる
'("土 σ〉
回国で
際際あ
社社つ

第
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会
は
「
外
部
か
ら
の
丁
渉
の
心
配
な
し
に
、
独
立
国
家
の
な
か
で
「
苦
き

牛
」
の
追
求
を
可
能
に
す
る
保
証
」
を
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上

一
刈

で
は
な
い
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
「
λ

帯
主
牛
」
の
「
凶
山
内
で
の
政
治
的
な

必
以
来
件
は
時
と
場
所
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
解
釈
さ
れ
う
る
一
か
ら
で
あ

る
ご
し
た
が
っ
て
ジ
ヤ
ク
ノ
ン
か
、
り
す
れ
ば
一
人
道
的
介
入
は
義
務
た
り

え
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
〔
介
入
す
る
側
と
な
る
民
主
主
義
国

家
の
指
哩
長
た
ち
に
と
っ
て
の
い
自
凶
の
市
民
に
対
す
る
第
一
品
的
な
義

務
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
」
{
}
ま
た
一
回
家
連
北
は
よ
に
長
則
的
な
回

内
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
結
合
し
た
政
府
と
人
民
の
責
任
、
努
力
、

~cm
一

意
思
に
よ
っ
て
の
み
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
に
さ
ら
に
-
一
円
え

ば
、
そ
も
そ
も
一
一
日
己
統
治
の
責
仔
と
い
う
も
の
は
、
要
す
る
に

U
「]を

統
治
す
る
市
民
の
責
任
で
あ
り
、
自
ら
己
の
政
肘
を
作
り
、
川
円
ら
の
や
り

方
で
そ
の
政
府
を
扱
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」

第
一
に
、
第
一
の
議
論
と
泌
く
関
わ
る
が
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
相
Y
疋
す
る

問
手
上
権
は
必
ず
し
も
人
権
と
対
守
す
る
も
の
で
は
な
い
。
困
家
は
苫
き

牛
の
迫
求
の
坊
で
あ
り
、
「
国
際
社
公
の
歴
史
的
品
川
反
に
鑑
み
る
と
、
国

ら治の家
す組で主
の織は権
もはあは
回国り人
弓民家得 i宣
ンンなキ
ススぃ守義
テテ」と
ムムり調
歩のす手H
品み日す
亡でにる
「あ「も
おり Eの
全世益 Z
お界模り
で大で
ゑで人主
2岳人間久
聞が的
」に利に

し福加分
た利可離
均支を能し
つもなた
てた政も

ン
ャ
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
は
、
凶
家
r
T

体
性
を
よ
り
積
極
的
に
尊
弔
す
る
こ
と

は
、
人
権
の
H
H
宵
を
助
ド
K
す
る
こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
む
し
ろ
、
人

権
を
山
防
護
す
る
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
つ
な
が
り
う
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
同
家
と
り
わ
け
強
力
な
ん
国
こ
そ
「
午
和
一
へ
の
責
任
が
あ

り
、
現
実
に
一

γ和
」
が
そ
れ
ら
の
協
調
に
か
か
っ
て
い
る
以
上
、
人
権

剥
範
を
優
先
し
て
対
聞
に
他
凶
へ
の
介
入
を
粁
認
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ

る
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
与
え
る
。
彼
は
「
も
し
国
内
の
状
態
が
師
、
視
さ
れ
ず

に
詞
青
さ
れ
る
な
ら
ば
、
伽
秩
序
、
不
安
定
そ
し
て
凶
際
的
な
古
悪
が
川
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
ο

こ
れ
に
は
他
端
な
均
台
、
戦
争
も

合
ま
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
内
的
な
事
情
(
例
え
ば
人

権
侵
害
)
は
、
あ
る
科
度
知
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
考
え
は
、
先
に
述
べ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
戦

争
の
荒
憐
か
ら
生
ま
れ
た
「
2】
]
5
2哩
C
2
c
u
-
-
告
。
」

(
1
の
領

l
内

に
て
は
王
の
宗
教
に
従
う
べ
し
)
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
、
ジ
ャ
ク
ソ

ン
は
こ
の
原
則
が
現

ιに
至
る
ま
で
存
続
し
、
な
お
か
つ
世
界
大
に
舷
大

川
町
一

し
て
き
だ
と
す
る
υ

そ
し
て
、
そ
れ
が
非
介
入
の
大
原
則
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
の
中
心
的
規
範
に
な
っ
て
い
る
と
与
え
て
い
る
の
で

あ
る
い
以
上
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ク
ソ
〆
に
と
っ
て
訓
介
入
の
大
原
則
は
い

北法57(6-24:;)2781

わ
ぱ
道
偲
的
要
請
な
の
で
あ
る
。

回
際
枝
序
が
ノ
出
徳
的
に
世
界
秩
咋
(
全
人
知
的
聞
の
秩
序
)
に
優
越
す
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る
こ
と
を
示
峻
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
こ
の
よ
う
な
与
え
は
、
英
同
)
ナ
派
的

先
達
で
あ
り
、

M
川
時
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
対
し
て
最
も
川
鴨
川
州
首
を
ワ
え
た

H

ブ
ル
が
「
世
界
秩
序
は
、
道
徳
的
に
凶
際
秩
序
よ
り
も
優
先
す
る
」
と
述

一日一

べ
た
こ
と
と
対
出
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ジ
ャ
ク
ソ
ン
自
身
、
同
際
秩
序

が
時
に
人
権
規
範
に
優
越
す
る
こ
と
で
起
き
る
害
裂
を
当
然
認
議
〕
て
い

る
わ
け
だ
が
、
そ
の
こ
と
も
含
め
て
彼
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
と

い
う
国
際
社
会
の
規
範
を
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
有
名
な
民
ー
+
主
義
に
関
す
る

一U
葉
を
川
引
い
て
、
こ
れ
ま
で
試
さ
れ
て
き
た
も
の
の
な
か
で
は
、
も
っ
と

も
ま
し
な
困
際
規
範
体
制
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
υ

吾
川

い
換
え
れ
ば
、
凶
際
朴
九
五
秩
序
の
た
め
に
少
数
者
の
人
権
が
犠
牲
と
な
る

こ
と
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
見
占
か
ら
す
る
と
よ
り
少
な
い
悪

F
2
2
2
E
)

と
い
、
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
、
っ
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ベ
サ
ン
ト
の
い

わ
ば
裏
面
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
の

f写

四

問
題
点
と
川
能
性

で
は
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ク
ノ
ン
の
思
想
に
問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

許
省
は
こ
こ
で
次
の
一
つ
の
こ
と
を
批
判
し
た
い
。

ま
ず
ン
ヤ
ク
ゾ
ン
が
示
唆
す
る
「
千
和
」
に
つ
い
と
で
あ
る
。
汗
者
は

こ
れ
ま
で
こ
の
「
平
和
」
を
括
弧
百
主
と
し
て
主
た
c

そ
れ
と
い
う
の
も
、

こ
れ
が
果
た
し
て
我
々
が
求
め
る
平
和
な
の
か
疑
問
を
持
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
ご
本
稿
一
節
の
最
後
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
一
平
和
」

に
は
犠
牲
が
伴
、
つ
り
出
一
官
さ
れ
る
少
数
者
の
犠
牲
で
あ
る
ο

平
相
研
究
の

分
野
に
お
い
て
は
、
戦
争
が
な
い
状
態
を
「
消
極
的
平
相
一
と
川
町
ぶ
こ
と

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
一
平
和
」
は
そ
の
意
味
で
、
ま
さ
に
消
極
的

北法:17¥6・244)2i82

冶
〉
j

Aパ
1
d
，4

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
際
政
治
学
者
の
中
村
研
は
平
和
概
念
を
ぬ
一
秩
序

維
持
、
必
ー
止
託
の
パ
ス
刻
、
③
精
神
の
ず
安
、
の
三
次
一
出
か
ら
整
理
検
討

し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
平
和
概
念
は
多
次
一
川
な
も
の
で
あ
り
、
時
代
・

場
所
で
そ
の
力
点
が
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
し
た
上
で
、
彼
は
現

ιの
時
点
に
お
い
て
、
い
か
に
平
和
を
弁
次
一
川
ご
規
疋
す
べ
き
か
を
議
論

す
る
け
本
稿
で
は
中
村
の
議
論
の
主
体
像
を
一
A
細
に
紹
介
す
る
必
裂
は
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
、
「
平
和
」
は
、
ン
ャ
ク
ソ
ン
の
主
張
す
る
よ
う
な

阿
家
(
と
く
に
)
大
阿
の
聞
の
秩
咋
維
持
(
④
)
に
還
冗
さ
れ
る
も
の
で

な
く
、
③

(
7
正
義
の
実
現
)
の
次
花
を
九
円
む
概
念
で
あ
る
点
に
冊
目
す
る

必
以
が
あ
る
の
中
川
は
、

T
Y
設
を
「
あ
る
人
聞
が
、
他
者
の
可
能
仲
の
実

現
を
妨
げ
ず
、
ま
た
そ
れ
に
貢
献
す
る
よ
う
に
、
白
己
の
可
能
性
を
実
現

と付さ
疋のせ
玄関る
す三係こ
る。。がと

集
そ 1I1 あ
し全る
て体い
とは
コしそ
1正 -cσ)
義支ょ
の配う
J大的な
冗に人
のな問
)る qJ
平よ動
和うの
は lこノく
if行タ
義動!
のすン
る'(コ

f;-Ijこ人
分と問
で」相
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あ
り
、
r
l
誌
を
成
止
さ
せ
る
荒
本
的
前
抗
条
件
の
み
を
指
す
も
の
一
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
汁
義
を
解
釈
し
、
平
和
を
一
止
義
の
一
部
分
」
と
考
え
れ

ば
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
述
べ
て
い
る
「

V
和
」
が
、
ま
だ
小

l
分
な
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
少
数
者
の
犠
牲
の

l
に
成
り
立
つ
「
半
相
一
は
、

ひ
と
つ
の
日
照
で
あ
る
に
し
て
も
通
過
1

門
に
過
ぎ
ず
、
我
々
が
最
終
的
な

円
棋
と
す
べ
き
川
l

和
で
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
υ

第
一
に
問
題
な
の
は
、
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
少
数
以
自
の
税
引
を
H

め
る
た
め
に
阿
際
社
会
が
介
入
す
る
義
務
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
、
二
日

い
怖
問
え
れ
ば
そ
の
義
務
が
国
際
社
会
の
規
範
、
つ
ま
り
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

ペ
ナ
ン
ト
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
{
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
議
論
で

は
、
あ
く
ま
で
(
人
道
的
)
介
入
を
す
る
側
に
は
、
ヱ
権
が
い
什
つ
訓
介
入

の
特
権
を
超
越
す
る
よ
う
な
品
川
拠
を
げ
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

逆
に
論
拠
が
す
つ
よ
う
な
H

川
烈
な
人
格
侵
苫
状
況
が
あ
っ
て
も
、
国
際
社

会
が
介
入
す
る
か
行
か
は
、
白
山
裁
門
単
で
あ
る
と
さ
れ
る
c

さ
ら
に
(
外

部
権
力
に
よ
る
)
困
家
建
設
に
閉
し
て
は
、
被
介
入
困
の
ふ
干
権
の
委
一
説
を

伴
う
よ
う
な
も
の
は
、
相
民
地
主
義
と
同
様
で
あ
る
と
し
て
#
定
さ
れ
る
。

こ
れ
に
刈
し
て
、
一

C
C
年
の
一
一
日
月
、
カ
ナ
ダ
政
府
の
支
援
の

で
「
介
入
お
よ
び
岡
山
家
主
催
に
悶
す
る
阿
際
委
員
会
(
【
ロ
丈

2
Z
E
E
-

nGヨ
E
E
E
E
S
F
Z
コ
2
Z
=
Z己
由
主
耳
目

2
2宮
崎
コ
プ
)
」
(
以
下
、

I

C
1
5
5
)
が
発
表
し
た

z
Z
E
U
B
E
E
-
-
4
5
F
。zz一
と
い
う
レ
ポ
l

卜
は
、
凶
際
社
会
の
介
入
兵
務
に
つ
一
い
て
示
岐
に
官
川
む
ぷ
論
を
す
て
て

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
一
保
識
す
る
責
任
(
同
日
空
ロ
己
E
-
E
E
司
王
2
乙」

と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
。
こ
の
責
任
概
念
は
、
①
予
防
す
る
責
任
、
③

反
応
す
る
買
仔
、
ぽ
一
再
構
築
す
る
責
任
、
の
一
一
つ
に
分
か
れ
、
次
の
二
点

を
基
本
原
則
と
)
て
掲
げ
る
ご

る

凶
}
4
4ア
権
は
昔
、
任
を
示
吸
す
る
も
の
で
あ
る
υ

約
一
の
人
民
の
保

議
責
任
は
、
国
家
そ
れ
白
休
に
存
す
る

E

凶
)
志
の
失
敗
や
抑
民
、
日
比
乱
、
内
戦
の
結
果
と
し
て
人
民
が
深
刻

に
ぢ
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
問
題
の
国
家
が
そ
れ
を
停
け
し
た
り
、
防

A 
止
し
た
り
し
な
い
、
ま
た
は
出
米
な
い
場
所
に
お
い
て
は
、
非
介
人

の
原
則
は
困
際
的
な
保
護
す
る
責
任
に
従
凶
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
回
家
が
人
民
の
保
設
責
任
を
果
た
せ
な
い
よ
う
な
場
所
で

は
、
そ
の
保
設
責
任
が
困
際
社
会
に
杉
恥
す
る
、
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
凶
辿
需
品
京
一
凶
条
の
卜
で
の
宜
保
理
の

4
H
f

や
、
様
々
な
人
権
を
保
志
す
る
こ
と
を
定
め
た
同
際
法
、
さ
ら
に
こ
れ
ま

北法S7(fi.24:J) 27S:i 

で
な
さ
れ
て
き
た
支
際
の
人
権
保
議
活
動
の
ポ
例
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い

る
、
と
さ
れ
る
、
ま
た
、
軍
事
力
に
よ
る
介
入
は

Hm終
的
な
手
段
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
そ
れ
口
外
の
干
段
に
よ
る

F
防
拾
世
が
優
先
さ
れ
る
、
そ
し
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ニ ー亡
とも
がち
介ろ
人ん
ー斗一 、

る行
官IJ 動
lこ σ〉
は結
求果
めの
らコ

オし ス
る卜
のと
でィ、
あイ午
る刊為
。〉

コ
ス

ム
ど

樟J
量
す
る

f写

こ
の
よ
う
な

I
C
l
s
s
の
議
論
は
、
十
権
の
解
釈
に
閲
し
て
芹
え
ば
、

実
の
と
こ
ろ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
す
場
と

47mに
近
し
い
も
の
で
あ
る
。

7
しか

し
、
人
道
的
介
入
が
国
際
社
会
の
義
務
で
あ
る
か
否
か
で
は
、
州
者
は
兵
つ

向
か
ら
対
止
す
る
。
砕
か
に
ジ
ャ
ク
ノ
ン
が
考
察
す
る
よ
う
に
、
現
在
の

同
際
社
会
の
規
範
と
し
て
介
入
が
義
務
と
し
て
見
出
さ
れ
る
か
否
か
は
解

釈
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
{

け
れ
と
も
、
一
九
九
川
引
に
起
き
た
ル

ワ
ン
ダ
で
の
訂
万
人
を
超
え
る
死
者
を
山
し
た
大
虐
殺
を
す
で
に
困
際
社

会
は
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ル
ワ
ン
ダ
の
ジ
J

ノ
サ
イ
ト
に
つ
い

て
M
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
プ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

ル
ワ
シ
ダ
で
の
山
来
事
は
、
つ
ぎ
の
一
つ
の
こ
と
を
例
証
す
る
事
例
と

な
っ
て
い
る
c

第
に
、
阿
内
紛
争
と
対
外
紛
干
の
聞
の
線
引
き
は
附

雑
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
約
一
に
、
私
た
ち
に
下
渉
す
る
の
を
思
い
と

ど
ま
ら
せ
て
い
る
同
P

八
ば
と
い
う
焦
準
は
、
そ
の
搾
若
者
が
主
張
す
る
は

ど
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
伐

府

h
為
が
よ
巴
捻
的
な
凶
拾
を
な
ん
ら
損
な
う
こ
と
が
な
い
場
介
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
残
虐
さ
の
程
度
が
あ
ま
り
に
ひ
い
ど
い
た
め
に
介
入
せ
ぎ
る

を
え
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
一
占
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ル
ワ
ン
ダ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
同
際
社
会
が
最
も
介
入
を

北法:17¥6・246)2i84

要
し
た
事
例
の
ひ
と
つ
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
ご
こ
の
取
り
往
し
の
つ

か
な
い
税
牲
を
来
り
越
え
て
、
我
々
は
今
、
人
道
的
な
介
人
を
責
任
と
し

て
解
釈
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
保
譲
す
る
責
仔
一
と
い

う
概
念
は
、
一
保
護
す
る
権
利
」
の
概
念
と
は
違
っ
て
、
一
支
援
を
止
め
、

必
民
と
す
る
人
々
の
視
点
か
ら
問
題
を
許
制
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
」

冷
戦
後
の
国
際
社
会
で
、
保
守
一
訟
を
求
め
る
体
々
な
人
々
を
鉦
促
す
る
こ
と

は
、
我
々
に
と
っ
て
多
大
な
コ
ス
ト
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
f

ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
パ
タ

1
ナ
リ
ズ
ム
の
問
地
か
ら
批
判
す
る
(
外

部
権
力
に
よ
る
)
国
家
建
ぷ
に
つ
い
て
も
、

I
C
1
5
5
は
「
町
構
築
す

る
頁
仔
」
と
い
う
形
で
肯
定
し
、
真
つ
山
円
か
ら
対
げ
し
て
い
る
む
も
ち
ろ

ん、

I
C
I
S
Sも
法
的
な
主
権
を
外
郊
の
権
力
に
移
転
す
る
と
い
う
こ

と
を
主
仮
す
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
事
実
ト
の
三
工
主
主
キ
梓

を
一
時
的
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
し
か
し
、
ジ
ャ
ク
メ
ン
が

桁
摘
す
る
よ
う
に
、
事
実
卜
の
王
権
で
あ
っ
て
も
、
ぞ
れ
を
紋
介
入
問
か

ら
一
時
的
に
移
転
さ
せ
て
、
外
部
の
棒
力
が
国
家
建
設
す
る
こ
と
は
、
パ

タ
l
ナ
リ
ス
テ
イ

y
ク
で
あ
る
こ
と
に
柑
速
な
く
、
問
題
が
あ
る
n

け
れ

ど
も
、
パ
タ

1
ナ
リ
ズ
ム
の
古
悪
と
、
人
権
ト
と
り
わ
け
ぺ
存
権
の
侵
害
に

よ
る
害
患
を
比
較
衡
足
し
た
と
き
、
果
た
し
ご
と
ち
ら
が
よ
り
少
な
い
患

で
あ
ろ
う
か
困
家
建
設
が
成
山
し
て
外
部
の
権
刈
が
撤
退
す
れ
ば
、
パ



タ

l
ナ
リ
ズ
ム
の
害
悪
も
同
時
に
消
滅
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
回
{
私
的

小
存
に
よ
る
人
権
侵
害
と
い
う
害

E
は
、
開
家
が
再
度
出
来
上
が
る
ま
で
、

持
続
し
増
加
し
続
け
る
の
で
あ
る
、
そ
の
比
較
街
迂
の
ト
で
も
、
困
家
連

出
ほ
と
い
う
邑
昧
で
の
平
和
惰
築
活
動
は
行
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
{

む
し
ろ
、
評
者
は
グ
ロ
パ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
の
内
容
を
ジ
ャ
ク
ゾ
シ

と
は
違
っ
た
形
で
解
釈
す
る
こ
と
で
、
こ
の
巴
相
い
が
逆
に
徐
々
な
川
l

相
構

築
活
動
を
根
拠
付
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
与
え
て
い
る
。
ジ
h

ク
ソ
ン
は

阿
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
〔

円パート・ H.ジャクソシ、その:長績と恩:+ltO)枚目T

初人
め間
ては

説会主

主を
生実
を現
手す
受る
すた
るめ

と成
がりJ
でし
きた
た形
。) -~ 

r国
あ一家
るゴを

It 

山
L 
て

同
哀
が
も
し
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
主
張
す
る
ほ
と
に
現
時
点
で
最
も
優
れ
た
持

き
生
の
た
め
の
場
で
あ
る
な
ら
、
多
元
土
去
の
最
紙
限
的
公
訪
問
と
し
て
回

家
の
再
建
、
す
な
わ
ち

γ
和
構
築
は
容
記
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
破
綻
同
家
と
い
う
国
際
秩
序
か
ら
妓
け
落
ち
た
場
所
に
、
円
ぴ
国

家
を
建
ル
は
す
る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ペ
ナ
ン
ト
が
目
指
す
と
こ
ろ

の
凶
際
社
会
の
秩
苧
桁
持
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
幾
つ
か
の
千
和
構
築
活
動
は
、
す
で
に
グ
ロ
ー

バ
ル
・
コ
ベ
ナ
ン
!
の
部
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

代
々
に
は
ん
f
、
ジ
M

ク
ソ
ン
が
し
て
見
せ
た
よ
う
に
、
同
際
社
会
の
倫
理

組
組
を
精
椴
に
読
み
解
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

(
I
)
回
。
一
×
マ
ユ
ロ
]
ミ
「
き
ロ
む
ロ
2
2
~
己
主
主
主
司
、
司
、
“
唱
え
い
5
2
r
コ
言
N
S
更に

さ
【
ぬ
三
2
N
h
w
Q
之
内
H
Z
z
-
E
M
3
H
=
。
之
内
H
(
門
戸
ヨ
σ-}
斗
泊
命
円
三
コ
σ
司王ぬ命

月
↓
口
同
〆
句
円
切
に
ぜ
可
門
戸
別
巾

f
H
U
U
(
)
)
【
】

N
C

(
2
)
主
主
一
芯
凶
叶
こ
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
つ
の
主
権
の
分
類
は
、

や
は
り
I

パ
l
リ
ン
の
一
つ
の
白
内
概
念
が
基
に
な
っ
て
い

又
》
。

(
3
)
』

E
R
N
E
V

恥∞

(
4
)
同

o
f
z
出
』

E
E喜
一
一
豆
、
口
主
主
門
戸
之
さ
と
に
固
さ
き
芯
会
主
翼
民

品
目

N
Q
三
宅

~Ack~山吉町、め
(
O刈
『
C

コ凶

C
J判
明

C
「

己

亡

=-td「
2
3寸
℃
-
命
的
切
4

N

(

)

(

)

(

)

)

℃

-x 

(
5
)

吋
守
口
守
宮
~
町
三
一
三
村
正
で
他
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
切
だ
だ
さ
き
三
乍

と
い
う
言
葉
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
造
山
で
あ
り
、
こ
の
一
百
葉
が
指
す

の
は
「
主
権
問
家
ン
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
、
管
理
す
る
組
織
音
や

管
理
長
一
で
あ
る
、
と
き
れ
る
吉

ω
と
u

し
た
が
っ
て
、
こ
り

す
巣
は
単
に
「
政
治
家
」
と
い
う
よ
り
も
、
ヱ
権
回
家
ン
ス
テ
ム

の
運
営
に
関
わ
る
群
の
政
治
関
係
者
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と

解
釈
で
き
る
)

ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
考
え
で
は
、
同
際
関
係
と
は

己
主
2
z
o
u
E
の
相
川
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

北法57(6-247)2785
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5
2
)
こ
の
よ
、
つ
に
主
栓
同
際
ン
ス
テ
ム
に
ほ
わ
る
人
間
と
、

そ
の
相
川
関
係
に
着
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
一
人

間
ー
+
義
ア
プ
ロ
ー
チ
(
Z
E
E
-
百
三
号
E
S
η
才
)
」
と
呼
ぶ
(
石

田

町

田

∞

)
c

こ
の
ア
プ
口
チ
の
円
指
す
と
こ
ろ
は
、
一
一
打
で
一
百
っ

て
し
ま
え
ば
、
人
聞
が
構
成
し
て
い
る
社
会
に
存
存
す
る
枝
々
な

組
範
の
析
出
で
あ
る
否
七
三
ゴ
叶
岳
)
。
)
ナ
説
史
的
に
は
、
ギ

リ
シ
ャ
の
村
山
人
家

y
キ
デ
ィ
デ
ス
に
始
ま
り
、

M

ワ
イ
ト
、
H
・

ブ
ル
に
ム
土
る
ま
で
連
綿
と
叫
明
い
て
い
る
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
述
べ
て

い
る
右
い
さ
…
そ
し
て
、
分
析
の
材
料
と
し
て
彼
が
用
い
る
の

は
、
「
政
治
期
論
、
同
皿
山
凡
、
法
」
で
あ
る
(
℃

ω
2
0
ジ
ャ
ク
ソ

ン
山
一
は
は
、
自
ら
の
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
一
ア
ィ
ピ

ス
ム
と
い
川
し
て
い
る
(
℃
℃
ヨ
ヨ
)
。

po」
~
E九
百

∞

E
-
H
・
ヵ
ー
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
R
-
H
-

カ
1

(
井
上
H

比
沢
)

E

危
機
の

-
O刊
e

九

一

九

九

一

九

-

Z
十
日
以
丈
岸
、
一
九
九
六
午
)
参
照
。

(
7
)
M
4
l
ク
ン
ヨ
ッ
ト
の
議
論
に
関
し
て
は
、
Z
E
E
-
-

(
)
喜
三
一
E
r
r
-
P
N
h
h
n
s
g
会
主
主
(
〔
)
E
Z
口
T
E
J
E
3
Z
円

v
p
z
z

H
U
叶
日
)
を
参
回
。
C
E
今
が
注
意
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

オ
1
ク
ン
ヨ
ッ
ト
の
「
ソ
キ
エ
タ
ス
」
と
「
ウ
ニ
ベ
ル
ン
タ
ス
」

の
議
論
に
は
、
国
家
に
よ
る
|
渉
の
排
除
と
い
っ
た
保
守
主
義
的

な
志
図
が
あ
る
(
シ
ャ
ン
タ
ル
今
「

T
棄
民
ほ
か
訳
)

a
政

治
的
な
る
も
の
の
再
興
』
(
日
本
経
済
評
論
社
、
九
λ
八
年
)
、

筑
間
輩
、
参
照
)
。
興
味
泌
い
こ
と
に
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
「
困
際

f写

ソ
キ
エ
タ
ス
一
「
国
際
ウ
ニ
ベ
ル
、
ン
タ
ス
一
的
議
論
も
、
国
家
主

権
平
岡
際
秩
序
の
安
i'疋
を
強
調
し
、
介
入
に
対
し
て
否
定
的
な
彼

の
立
場
(
本
稿
一
郎
参
問
、
)
を
考
慮
し
て
み
れ
ば
、
ジ
ャ
ク
ソ
〆

の
あ
る
種
の
川
町

1
性
を
不
峻
す
る
も
の
と
一
U
え
る
か
も
し
れ
な

、。し
ま
た
、

北法:17¥6・248)27閉

ご
ぜ
(
h
E
E
C
2
E
唱
え
の
副
担
之
さ
E
ロ
円
。
亘
書
J
W
E
R

宅
ミ
主
ミ
~
口
氏
民
主
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
こ
こ
で

の
ア
プ
ロ
ー
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か
五
参
照
)
も
、
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ー
ク
、
ン
ヨ

y
ト
の
こ
の
机
告

書
に
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き
な
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響
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け
て
い
る
5
2
)
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ャ
ク
ソ
ン
山
身
、
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1
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ソ
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の
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卜
人
な
影
梓
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E
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H
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】
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ソ
ン
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の
多
元
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の
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く
を

I
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リ

ン
の
心
づ
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。
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守
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コ
翠
君
マ
ミ
ロ
民
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さ
と
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ロ
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司
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2
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相
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岩
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、
九
九
一
刊
ス
ロ
=
己
丈
一
一

-
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E
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一
言
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三
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5
∞
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N

国
際
社
会
に
お
け
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元
主
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る
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ク
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は
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。
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あ
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よ
り
ま
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も
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る
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こ
の
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、
一
九
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ひ
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つ
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で
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い
ン
ベ
ク
ソ
ン
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必
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の
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の
で
あ
る
三
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存
は
叫
と
ミ
三
v
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E
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三
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の
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あ
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司
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∞
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句
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概
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。
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。
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ソ
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す
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れ
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す
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ソ
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範
の
ひ

と
つ
と
し
て
ぷ
論
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
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す
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な
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。
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は
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ナ
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ィ
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や
八
ロ
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ツ
な
ど
も
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加
し
て
い
る
の

(
川
町
)
包
礼
子
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テ
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テ
ィ
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。
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た
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の
介
入
の
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い
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